
公　告
見　　積　　公　　告

　調達番号 　国73

５　法定点検に必要な資格を有するもの。

仕 様
業務内容

　　　詳細は別添仕様書、内訳書による。

　している者でないこと。

技術資料等
の提出内容

提出を求めない

　同意を得ている者は、同条中、特別の理由がある場合に該当する。

１　機動隊
　  給油施設取扱所施設点検、地下貯蔵タンク及び地下埋設配管気密漏洩検査
２　警察学校
　  自家発電設備に係る危険物一般取扱所・地下タンク貯蔵所点検

３　契約担当官等から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

４　警察当局から、暴力団又は暴力団員が実質的に経営を支配する事業者又はこ

その他

見積書提出時に誓約書、内訳書及び点検に必要な資格を証する書類を提出するこ
と。
（地下タンク等定期点検事業者認定証（写）、点検従事者の危険物取扱免状
（写）、地下タンク等に係る点検技術者講習修了証（写）等）

説明会 開催しない

参加資格

　れに準ずるものとして、国発注業務等からの排除要請があり、当該状態が継続

本件調達に
係る照会先

見積手続き等に関する照会先
警務部会計課施設室　026-233-0110（2238）
仕様等に関する照会先
警務部会計課施設室　026-233-0110（2238）

２　予算決算及び会計令第71条の規定に該当しない者であること。

１　予算決算及び会計令第70条の規定に該当しない者であること。

随意契約

見積書提出
期限、場所

令和7年2月5日　午後2時00分
警察本部警務部会計課

見積合わせ
の日時等

令和7年2月5日　午後2時00分
見積参加者の立ち会いを求めない

オープンカウンター（公募型見積合わせ）説明書による

総価契約

履行期限 令和7年3月31日

納入場所 機動隊・長野県警察学校

　　なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な

次のいずれにも該当する者であること。

説明書等

契約種別

契約方法

令和7年1月24日

調達件名 機動隊給油施設及び警察学校危険物取扱所点検

予算執行者 支出負担行為担当官長野県警察会計担当官（長野県警察本部長）

契約種類 役務提供等のその他の契約



仕 様 書
１ 業務名

機動隊給油施設及び警察学校危険物取扱所点検

２ 業務場所
長野市松代町西条字中条4030 機動隊
長野市松代町西条字舟折3929 警察学校

３ 業務内容
(1) 機動隊給油施設点検

地下タンクを有する給油取扱所点検
（消防法第14条の３の２、危険物の規制に関する政令第８条の５
危険物の規制に関する規則第62条の４）

(2) 警察学校自家発電設備に係る危険物一般取扱所点検
ア 地下タンクを有する一般取扱所点検
地下タンク貯蔵所
（ボイラー、バーナー等による危険物の消費施設 ※燃焼装置除く）
（消防法第14条の３の２、危険物の規制に関する政令第８条の５
危険物の規制に関する規則第62条の４）

イ 地下貯蔵タンク及び地下埋設配管気密漏洩点検
（危険物の規制に関する規則62条の５の２、62条の５の３）

※ 詳細は数量表等のとおり。
機動隊の地下タンク等の気密漏洩点検は、本年実施不要です。

４ 業務実施に係る資格等
本業務を実施するにあたり、法令等で定められている資格を有する者であること。

５ 業務上の注意
(1) 施設を使用しながらの作業となるため、事前に作業概要、日程等を事前調整する
とともに、安全対策、騒音対策について対応をすること。

(2) 安全対策、騒音対策についてあらかじめ協議し承認を得ること。
(3) 高所作業を伴う箇所については、特に安全対策を徹底すること。
(4) 作業内容については、あらかじめ協議し承認を得ること。
(5) 作業を行う際は火災予防対策をしっかりと講じること。
(6) 緊急な事象が発生した場合、遅滞なく発注者へ連絡し指示を得ること。
(7) 作業に必要な電力については、受注者で用意し対応すること。
(8) 作業資材置き場、作業道具置き場、作業途中の箇所については、必要な安全対策
を徹底すること。

６ 日程
作業の実施にあたり、日程・時間等の詳細について、発注者と受注者で協議を行い、

発注者の承認を得ること。

７ 提出書類
(1) 資格を証する書類
(2) 業務完了届
(3) 作業写真（作業前、作業中、作業後がわかる形で、Ｌサイズの写真をＡ４サイズ
の用紙に印刷またはＡ４サイズの紙に貼り付けたもの。）

(4) 定期点検記録表
（平成3年5月29日付 消防危第48号 「製造所等の定期点検に関する指導指針の
整備について」に基づく定期点検記録表）

ア 機動隊 別記１－１ 別記８－１（タンク本体及び配管の漏洩の有無（気密
漏洩点検）については除く。）

イ 警察学校 別記１－１ 別記１０－３ 別記５（タンク本体及び配管の漏洩の
有無（気密漏洩点検）について含む。）

※ 対象項目は別添のとおり。
(5) 発注者から指示のあったもの

８ その他
疑義が生じた場合、発注者と協議の上、指示に従うものとする。



 

 

 

機動隊給油施設詳細図面 

 

 

 



記　号

注油管
配管用炭素鋼鋼管（黒）

合成樹脂管

・配管勾配は、1/100以上を確保する。

・合成樹脂配管は、危険物保安技術協会認定品とする。

・配管の気密検査は、0.2MPa以上を確保する。

種　別 備　考

吸油管

通気管

<備考>

材　質

合成樹脂管

配管用炭素鋼鋼管（黒）

合成樹脂管

配管用炭素鋼鋼管（黒）

屋外露出、配管切換ボックス

埋設配管

屋外露出、配管切換ボックス

埋設配管

屋外露出、配管切換ボックス

埋設配管

建築工　事　区　分 備　　考

１.オイルタンク

　 オイルタンク本体及び据付（マンホール共）

　 躯体工事（土工事含む）

　 ｾﾝｻｰ類の本体及び据付

　 指示計、副指示計の本体及び据付

３.配管工事

　 注油管、給油管、通気管

　 配管切替ボックス本体及び据付

　 遠方注油ボックス本体及び据付

工　事　区　分

２.計量器及び計器類

　 計量器本体及び据付

　 上記の配線（ｾﾝｻｰ類から指示計）

　 上記の配線（副指示計から指示計）

　 上記の配管（副指示計から指示計）

５．その他

　 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事、舗装工事

　 基礎工事（計器類、配管切替ﾎﾞｯｸｽ底部基礎）

　 架台類（配管支持架台、消火器取付架台）

　 消火器ﾎﾞｯｸｽ(3.5kg粉末ABC10型消火器2本用)

４.電気設備工事

　 計量器類までの電源送り

　 ガードポール

　 油水分離槽（既存排水設備接続含む）

　 ローリーアース本体及び据付

　 上記の接地工事 　　消火器は別途

電気
給油
設備

備　　考
給油
設備

電気建築

　 上記の配管（ｾﾝｻｰ類から指示計）

樹脂管部鋼管部

樹脂管部

ベーパー

リカバリ装置

舗
装

面
よ

り
4
,
0
0
0

1,500
通気口

配管用架台

樹脂管部

鋼管部

4,000立上げ
舗装面より

▽車両通行舗装面

鋼管部
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 AV 
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 O 

50,50

50,50

100,100

100,50

100,50

注油口ボックス

注油口 100A

トランジョンジョイント

(建築工事による)

(建築工事による)

基礎工事

配管切換ボックス

（計量機付属品）

(建築工事による)

配管切換ボックス

基礎工事

（計量機付属品）

計量機

標識

副指示計

50,50

　屋外　給油設備　機器配置平面図　S=1/50　

　給油設備　機器詳細図　S=1/30　

　ＢＢ　立面図　S=1/30　

　ＣＣ　立面図　S=1/30　　ＡＡ　立面図　S=1/30　

（給油設備の部）

変更設計

▼車両通行舗装面

▼車両通行舗装面

←1％

油溝

防火壁H2100

注油口

消火器ボックス
通気管

（防火壁に支持）
（防火壁に支持）

屋外指示計・ローリーアース

（防火壁に支持）

車庫・倉庫

油水分離槽

　オイルタンク配置図　S=1/50　 オイルタンクのコンクリート（スラブ、柱）及び
土工事に関わるものは建築工事による。

　オイルタンク側面収まり図　S=1/50　

　Ａ－Ａ’断面図　S=1/50　

土工事に関わるものは建築工事による。

オイルタンクのコンクリート（スラブ、柱）及び

20KL(8:12)

　長野県警察機動隊（１３）給油施設建築その他

１３

１０  給油設備　機器表　平面図　詳細図 S=1/30・50

関東地方整備局営繕部

工　事
設計図 M-2

樹脂プロテクター
（タイプⅡ）

（タイプⅣ）
樹脂プロテクター

（タイプⅡ）
樹脂プロテクター

 軽油8000L 

 ガソリン12000L 

１００×５０×350Ｌ

アンカ－ボルト　Ｍ20，Ｌ＝400

（上部スラブ）3,200

タンク固定バンド

ゴムシート　１０ｔ

ＦＢ－９×9０

Ｄ１３＠25０ダブルクロス

540 5402,120 （タンク外径）

砕石 RC-40

HOOP:D10 @150

支柱：□300×300
主筋：8-D16
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防水マンホール

防火塀

2連式遠方注油口ボックス

ローリーアース

消火器ボックス

通気管支持材
Ｌ80×80×6　SUS

2
0
0

1
5
0

　給 油 設 備 構 成 機 器 表　

名　称 仕　　　様 台　数

1オイルタンク

3.磁歪式遠隔液面計を付属とする。(液面計センサー、漏えい検知センサー)

容　　量：20,000L（2層式（中仕切板付））

ガソリン計量機 吐 出 量：ガソリン用　35～45L/min

　　　　　軽  油  用　35～45L/min

1.表示計は、油種毎の給油量及び給油積算量（累計）を切換表示可能とする。

2.ノズルは、自動給油停止機能付とし、ロック用鍵を付属とする。

1

3.地震感知器を付属とする。

4.配管切換ボックスを付属とする。

電気容量：単相100V　約0.2kW

　　　　　三相200V　約1.0kW

給油方式：注油口ボックス

5.停電時手動操作可能とする。(手回しハンドル付)

注油口ボックス

ローリーアース盤

1

1

備　　　考

6.静電気除去シート及び給油方法説明シールを付属とする。

1.南京錠を付属とする。

1.オイルタンクは、危険物保安技術協会認定品とする。

2.FRP製保護筒を付属とする。(マンホール(鋳鉄製、中ふた付密閉形)共)

　配 管 凡 例　

　　　機能：油量表示（油種毎）、タンク内水検知、満・減警報、漏えい検知、印字装置

　　　機能：油量表示(油種毎)、満警報

型　　式：鋼製強化プラスチック製二重殻タンク

　　　　　ガソリン12000L   軽油8000L

型　　式：注油口２連式

標識 3

接地導線・接地端子（100Ω以下）

4.指示計(屋内壁掛型)を付属とする。(センサーからの配線工事共(配管は電気の部による))

5.副指示計(屋外壁掛型)を付属とする。(指示計からの配線工事共(配管は電気の部による))

「危険物の品名等の掲示板」、「火気厳禁」、「自家用給油取扱所」

　工事区分表　

材　　質：SUS304　厚さ1.5mm

ホ ー ス：5m×2本（安全継手付）

樹脂プロテクター

（タイプⅡ）
樹脂プロテクター

（タイプⅡ） （タイプⅣ）
樹脂プロテクター

５４ ３ １

２

４ ３ １

２



（給油設備の部）

（ｵｲﾙﾀﾝｸ）

油溝

本館

液面計　　～指示計×２
漏洩検知器～指示計

液面計　　～指示計×２
漏洩検知器～指示計

屋外・本館１階　配線平面図　S=1/200

Ｈ

既設空配管

WP

天井内コロガシ

天井～指示計間の露出配管は電気の部(13/13図)とする
(立下りCH-1400)

土中埋設

既設空配管

はつり補修50φｘ150L

はつり補修50φｘ150L

はつり補修は電気の部(13/13図)による

液面計用

液面計用

漏洩検知用

図示部分の配線工事を行う。（電気計装用管路は電気の部(13/13図)参照）

事務室

ロッカー室

  給油設備　屋外・本館　平面図 S=1/200

　長野県警察機動隊（１３）給油施設建築その他

１１

１３
関東地方整備局営繕部

工　事
設計図 M-3



 

 

 

警察学校自家発電設備詳細図面 
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別記 1-1
製造所等定期点検記録表 (積載式移動タンク貯蔵所を除く。)

/

事業所名

所在地

点検対象

製造所等の区分

設置許可
年月日・番号

年
第

月 日

7ア

完成検査年月 日 年 月 日

施設名又は

呼称番号

危険物の類別、

品名 (品 日)、 最

大貯蔵量又は最

大取扱量、倍数

点検実施者

危険物取扱者

所   属

氏   名 Fロ

免状の区分 免状番号

危険物施設保安員
所   属

氏   名 Fロ

上記以外の者

会 社 名

所   属

氏   名 F日

立会危険物

取 扱 者

所   属

氏   名 匡日

免状の区分 免状番号

点検年月日 年   月  日 保存期限 年   月   日



別 記 8-1 給油取扱所 (屋外)点検表

点検項 目 点検内容 点検方法
点検
結果

措置年月 日
及び措置内容

空

地

んど
F`

空 地 障害物件の有無 目視

地   盤   面
周囲地盤 との高低差の適否 目視

亀裂、損傷等の有無 目視

排水溝、油分離装置

亀裂、損傷等の有無 目視

滞油、滞水、土砂等の堆積
の有無

目視

防 塀 亀裂、損傷、傾斜等の有無 目視

建

築
物
を生
キデ

壁 柱 床

根は り 屋
の有無 目視

防   火   戸
変形、損傷の有無及〕場鎖
機能の適否

看   板   等
固定の適否及び傾斜等の有
征 目視

ヽ ヽ ヽ 、

専
用
タ
ン

ク

廃
油
タ
ン

ク
な,
マデ

上 部 ス ラ ブ
亀裂、崩没、不等沈下の有
征 目視

タ ン ク 本 体 漏えいの有無 *注 1

通   気   管

位置、固定の適否 目視

腐食、損傷の有無 日視

引火防止網の脱落、日づま
り等の有無

目視

可燃性蒸気回収弁 損傷の有無 目視

液量 自動表示装置
損傷の有無 目視

作動状況及び指示の適否 目視

計   量   口
蓋の開鎖状態 目視

変形、損傷の有無 目視

漏 え い 検 査 管 の有無
―率注2___

漏 え い 検 知 装 置
(二 重殻 タンク )

損傷の有無 目視

警報装置の機能の適否 作動確認

注   入   口

変形、損傷の有無 目視

接地電極損傷の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計によ
る測定

注 入 ロ ピ ッ ト

亀裂、損傷、滞油、滞水、土
砂等の堆積の有無

目視

油種別表示の有無 目視



簡
日
クη
タ

ン

ク

タ ン ク
漏えいの有無 目視

、塗装状況及び
目視

通   気   管

腐食、損傷の有無
ヽ ヽ ヽ ヽ

贅 肛、 、

引火防止網の脱落、 目づま
り等の有無

目視
ヽ ヽ ヽ ヽ

地
上
式

固
定

給
油
設
備

固
定
注
油
設
備

各 接 合 部 漏えい、変形、損傷の有無 目視

固 定 ボ ル ト 腐食、ゆるみ等の有無 目視

,/ Alv. ,-J;-Z

漏えいの有無 目視

亀裂、損傷、結合部のゆる
み等の有無

目視

直近の位置の油種別表示、
ローリー専用等表示の損
傷、汚損の有無

目視

ポ   ン   プ

漏えいの有無 目視

変形、損傷の有無 目視

異音、異常振動、異常発熱
の有無

目視

流   量   計 漏えい、破損の有無 目視

表 示 装 置 変形、損傷の有無 目視

静 電 気 除 去 装 置

損傷の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計によ
る測定

＼ ＼

懸

垂

式

固
‐
人L
″Z、

不ロ

油
設
備

固
定
注
油 |
■ル |
員又|

備 |

＼各  接  合  部 漏えい、変形、損傷の有無 目視

箇＼定|ボ ル ト 腐食、ゆるみ等の有無 目視

) Atv, ,$-x

漏えいの有無 目視

亀裂、損傷、結合部のゆる

(等の有無
目視

直hQ」立置の油種別表示、
ローリゝ 喪Л等表示の損

盪二汚埠の＼

目視

ホ ー ス リ ー ル
漏えい、変形、損場(al有無 目視

ホース上降機能、作動)や況
の適否 (ミ確認

表 示 装 置 変形、損傷の有無 目視

静 電 気 除 去 装 置
損傷の有無 目視

｀
＼ ｀

＼

接地抵抗値の適否
接地抵抗計によ
る測定

｀
ヽ、＼

＼
緊急移送停止装置 機能の適否 作動確認



酉己

管

バ

ル

ブ
ん曇
ギF

酉己 管

漏えいの有無 *注 1

変形、損傷の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

保温 (冷)材の損傷、脱落
等の有無

目視 *注 3

固定の適否 目視

点 検 ボ ッ ク ス 亀裂、損傷、滞油、滞水、
土砂等の堆積の有無

目視

/\)v) 漏えい、損傷等の有無 目視

開閉機能の適否 目視

電 気 防 食 設 備

の 損傷、土砂等の堆
積 、

目視

防食電位 (電流)の適否
―

_ヽ

電位計による測定
~

― ― ― ― ― ―

ポ
ン
プ

室

油
庫

整

備
室

等

壁、柱、は り、屋根 損傷の有無 目視

火   戸
変形、損傷の有無及び閉鎖
機能の適否

目視

ポンプ
(ポ ンプ室に限る。 )

漏えいの有無 目視

変形、ヽ、撮:傷
の有無 日視

異音、異
の有無

異常発熱
目視

床、点検 ピッ ト、
た め ま す

亀裂、損傷、滞油、滞水
‐

土砂等の堆積の有無

｀
日
｀
規、、、、、、ヽ、、

換 気 ・ 排 出 設 備
変形、損傷の有無 目視  

｀`｀``｀ヽヽ、、、、、

機能の適否 作動確認
＼

＼
ゝ

ゝ

照 明 設 備 損傷の有無 目視

電 気 設 備
配線及び機器の損傷の有無 目視

機能の適否 作動確認

膵ト

随

設

備

蒸 機

排気筒又は煙突の脱落及び
変形、損傷の有無

目視

皿tこの変形、損傷の有無 目視

洗   車   機 損傷の有 目視

オ ー ト リ フ ト 漏えい、損傷の有無
｀

ヽ ヽ

苗 腱 、

混合燃料油調合器 漏えい、損傷の有無 目視   ヽ
ヽ

ヽ 、

そ の 他 の 設 備 損傷の有無及び位置の適否 目視

標 識 ・ 掲 示 板
取付状況、記載事項の適否
及び損傷、汚損の有無

目視



ヤ肖
火
設
備

消   火   器
位置、設置数、外観的機能
の適否

目視

消火器以外の消火設備 消火設備点検表による

警   報

損傷の有無 目視

機北?適F 作動確認

誘 導 灯 本 体

｀ ヽ 、 |

点灯状況及び損i砂,V)梨ミ、
目視

視認障害物品等の有無 目視

非 常 電 源 停電時の点灯状況 作動確認
ヽ

そ の 他

注
　
　
注
注

1 地下タンクのタンク本体及び地下埋設配管の漏えいの有無については、 「地下貯蔵タンク
等及び移動貯蔵タンクの漏れの点検に係る運用上の指針について」 (平成 16年 3月 18日 付け
消防危第33号 )に より点検すること。

2 検査棒等により確認するとともに、併せて漏えい危険物の有無についても確認すること。
3 保温 (冷)材の損傷、脱落等が認められた場合には、保温 (冷)下の配管が腐食 している
おそれがあることから、保温 (冷)材を外して点検することが望ましい。

避
難
設
備



別記10-3  -般 取扱所 (ボイラー、バーナー等による危険物の消費施設)点検表

点検項 目 点検内容 点検方法
点検
結果

措置年月 日
及び措置内容

屋 内 空 地 許可外物件の存置の有無 目視

＼

建
築

物

、ど、柱、はり及び屋根亀裂、損傷等の有無 目視
・
ｔ

コヽ

｀
ヽ

他:ド
kl途

との区画 亀裂、損傷等の有無 目視

防 戸
変形、損傷の有無及び閉鎖
機能の適否

目視

床 面

滞油、滞水の有無 目視

亀湾く、損傷、くばみ等の有
征

｀
＼ハ｀`   ＼

＼

目視

階 段
変形、損傷め、有無及び固定
状況の適否  ＼

＼
目視

換 気 ・ 排 出 設 備 等

給排気のダク ト等の

損傷の有無及び固定状
適否

目視

＼

引火防止網の損傷及び 目づ

ま りの有無
目視

防火ダンパーの損傷の有無
及び機能の適否

目視 (機能の
｀
適否

については手動確、ヽ

認 ) ＼

ファンの作動状況の適否 作動確認 ＼
可燃性蒸気警報装置の作動
状況の適否

作動確認

た め ま す 、 排 水 溝

亀裂、損傷等の有無 目視

滞油、滞水、土砂等の堆積
の有無

目視

危険物 の漏れ、あふれ
等  防  止  設  備

滞油等の有無 目視

変形、亀裂、損傷等の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

.固 定状況の適否 目視

機能の適否 目視又は作動確認

基礎 、架 台、支柱

変形、亀裂、損傷等の有無 目視

途:」墨壁状況及び腐食の有無 目視

沈下の有 目視

支柱取付部の目地外れの有
｀

`]E
アンカーボル ト等のゆるみ
等の有無

目視
ヽ



＼
然
焼

装

置
等

体   部

、加熱管、

〕含 む 。

変形、亀裂、損傷等の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

ボル ト等のゆるみ等の有無
目視又はハンマー
テス ト

保温 (冷)材の損傷、脱落
等の有無

目視

＼

バーナー等燃焼設備

「  空気供給装置、 ＼
ヽ

ヒ点火装置等を含む。リ

漏えいの有無 目視

取付部のゆるみ等の有無 目視

機熊ρ適否 目視

安全装置 (遮断弁等)

腐食、
｀``
撮1傷

の有無 目視

機能の適蓉＼、 作動確認

計
測
装
置

温  度  計

損傷の有無 ＼
＼、 目視

＼

取付部のゆるみ等のな無 目視
＼

作動、指示状況の適否
＼
＼、目視

圧  力  計

損傷の有無 N
取付部のゆるみ等の有無 目視＼
作動、指示状況の適否 目視 ＼

熱 源 監 視 装 置

損傷の有無 目視
＼

＼

取付部のゆるみ等の有無 目視
＼

＼
＼

機能の適否 作動確認
＼
＼

＼

火 災 を防止す るた
め の 附 帯 設 備

損傷の有無 目視 ＼
固定状況の適否 目視 ＼
機能の適否 作動確認

ヽ

＼

架
ユ 、
口 支 柱

変形、損傷の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

アンカーボル ト等のゆるみ
等の有無

目視

本 体 部
(加熱装置を含む。 )

漏えいの有無 目視

変形、亀裂、損傷等の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無
目視又は計器によ
る肉厚測定

ボル ト等のゆるみ等の有無
目視又はハンマー
テス ト

涌 1瀞鈴 )¬布韻 供 鋤 薩 :I

等の有無

強め輪の変形、亀裂、ゆる
み等の有無

目視危

＾

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
_



陳
物
を
取
り
扱
う
タ

ン
ク

漏えいの有無 目視

変形、損傷の有無 日視

取付けボル トの折損等の有
缶 目視

ノズル (水抜管を含
む。)、 マンホール等

塗装状況及び腐食の有無
目視又は計器によ
る肉厚測定

漏えいの有無 目視

常振動、異常発熱
目視

~ヽ
ヽ ヽ

塗装状況及び腐食の有無
｀
警保 、ヽ、

ミ  キ  サ

固定ボル トの腐食及びゆる
み等の有無

ン マヽは ノ目視又
テス ト

ヽ

断線の有無 目視

取付部のゆるみ等の有無 目視スア

接地抵抗値の適否
接地抵抗計による
測定

亀裂、損傷等の有無 目視

い囲
滞油、滞水、土砂等の堆積
の有無

目視

引火防止装置の損傷、目づ
まり、腐食の有無

目視 (た だ し、外
部か ら点検不能の

場合は、取 り外 し
て行 う。 )

作動確認 (た だ
上、外部から点検
不育わ 場合はこ収
り外 して行 う。 )

― ― ヽ
― ヽ

弁の作動状況

管内障害物の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

通   気   管

バー ドズフ可卜=ン
`丼

爵傷扱=
び目詰まりの有無 ― ― ヽ

― ― ― ― _―
―

損傷、腐食の有無 目視

ユ生 し等による機
苔し三井・F仝_~~~~~― ―――__
日し■

'ヽ
|■,尺

安 全 装 置
作動状況

損傷の有無 目視

取付部のゆるみ等の有無 目視液量 自動表示装置

作動、指示状況 目視

損傷の有無 目視

―取付部のゆる
~み

等の浦嶼ヒ_馳 L二
温   度   計

作動、指示状況 目視
ヽ ヽ ヽ ヽ

日 1兄



圧   力   計

損傷の有無 目視

―取付部のゆるみ等の浦嶼に_ 目視
― ヽ ヽ ヽ _

作動、指示状況 目視
ー

液 面 上 (下
警  報  装

) 限

置

損傷の有無 目視

機能の適否 作動確認___

注   入 口

漏えいの有無 目視

変形.、 損傷の有無 目視

接地電極損傷の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計による

測定

注 入 ロ ピ ッ ト

亀裂、損傷等の有無 目視

滞油、滞水、土砂等の堆積
の有無

目視

油種別表示の有無 目視

配
管

・
バ
ル
ブ
等

酉己 管

漏えいの有無 目視

変形、損傷等の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

保温 (冷)材の損傷、脱落
等の有無

目視 *注

地盤面との隔離状況 目視

フランジ、バル ブ
等

漏えいの有無
目視及びガス検知
器等による検知

損傷の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無

バルブ開閉機能の適否 手動確認

フランジ、ボル ト等のゆる
み等の有無

目視又はハンマー
テス ト

ラ ック、サポー ト

変形、損傷等の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

固定状況の適否 目視

配 管 ピ ッ ト
亀裂、損傷等の有無 目視

滞油、滞水、土砂等の堆積
の有無

目視

― ― ヽ ヽ _

目視



漏えいの有無 目視

ポ

ン
プ
設
備
等

ポ ン プ
(電動機等を含む。 )

変形、損傷等の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

固定ボル トの腐食及びゆる
み等の有無

目視又はハンマー

テス ト

軸受部、回転部等の給油状
況の適否

目視

目視

異音、異常振動、異常発熱
の有無

目視 ヽ ヽ ヽ
―

油 加 熱 器 、
ス ト レ ー ナ ー 等

漏えいの有無 目視

固定状況の適否 目視

機能の適否 目視及び作動確認

ア ス

断線の有無 目視

取付部のゆるみ等の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計による
測定

電
気
設
備

配 電 盤菫
~遮

泄卜器_
(ス イ ッ チ を 含

む。 )、 コンセ ン
ト 、 配 線 等

変形、損傷の有無 目視

固定状況の適否
~~―

―__ 週』

機能の適否 目視及び作動確言薔
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

照 明機 器 及 び そ の

他 の 電 気 機 器

損傷の有無 目視

配線結合部のゆるみ等の有

`正

目視

固定状況の適否 目視

機能の適否 目視及び作動確認

ア ス

断線の有無

取付部のゆるみ等の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計による
測定

制 御 装 置 等

制御系計器の損傷の有無 目視

制御崚
の固定状況の適否 目視

制御系の機能の
作動確認又はシー
々ンス試験による

監視設備の機能の適否
ヽ

作動確認
｀` ヽ、、

警報設備の機能の適否 作動確認

活皇歿b狂力の適否___

― ― ― ― ―
_

目視



突針部の傾斜、損傷及び取
壁部のゆるみ等の有無

目視

との接触の有無
目視

ヽ ヽ ヽ ヽ

避 雷 設 備

接地抵抗値の適否
接地抵:流計

‐
に詳盗_

測定

標 識 掲 示 板
取付状況、記載事項の適否
及び損傷、汚損の有無

目視

消   火   器
位置、設置数、外観的機能
の適否

目視
消
火
設
備 消火 設備 消火設備点検表による

自動火 災報知設備 点検表による

損傷の有無

警
報
設
備

自動火 災報知設備
以 外 の 警 報 設 備

機能の適否 作動確認

ヽ ヽ ヽ

そ の 他 西己替ビ%｀′マ),ナイι″
227]´レト′iη7噸

|::)'ア :′i],液 i`,げ

`汐 lん

'確
ケ器第

rし 縮′檎行  ′

の カ れ の

おそれがあることか ら、保温 (冷)材を外 して点検することが望ま しい。

に している

ヽ ヽ ヽ ヽ _

自

詢 >ヽ _、



別記 5 地下タンク貯蔵所点検表

点検項目 点検内容 点検方法
点検
結果

措置年月 日

及び措置内容

上  部  ス  ラ  ブ
亀裂、崩没、不等沈下の有

`]E

目視

タ  ン  ク 本  体 漏えいの有無 *注 1

通

た=ジスヽ

管

なi
キデ

通   気   管

固定状況の適否 目視

腐食、損傷の有無 目視

引火防止網の脱落、目づま
り等の有無

目視

安 全 装 置
腐食、損傷の有無 目視

作動状況
取外 し等による機
能試験

可燃性蒸気回収弁 損傷の有無 目視

計

沢」

装

置

液量 自動表示装置
損傷の有無 目視

作動状況及び指示の適否 目視

圧   力   計

損傷の有無 目視

取付部のゆるみ等の有無 目視

指示状況 目視

計   量   口
蓋の閉鎖状況 目視

変形、損傷の有無 目視

漏 え い 検 査 管
変形、損傷、土砂等の堆積
の有無

*注 2

漏 え い 検 知 装 置
(二 重 殻 タ ン ク )

損傷の有無 目視

警報装置の機能の適否 作動確認

注 入 口

変形、損傷の有無 目視

接地電極損傷の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計による

測定

注 入  ロ ピ ッ ト
亀裂、損傷、滞油、滞水、
土砂等の堆積の有無

目視

配管

漏えいの有無 *注 1

変形、損傷の有無 目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

保温 (冷)材の損傷、脱落等
の有無

日視 *注 3

固定の適否 目視

点 検 ボ ッ ク ス 亀裂、損傷、滞油、滞水、
土砂等の堆積の有無

目視

ル    ブバ

漏えい、損傷等の有無 目視

開閉機能の適否 目視

配
管

・
バ

ル
ブ
等



電 気 防 食 設 備

端子箱の損傷、土砂等の堆
積、端子のゆるみ等の有無

目視

防食電位 (電流)の適否 電位計による測定

ポ
ン
プ

設
備

ポ   ン   プ

漏えいの有無 目視

変形、損傷の有無 目視

異音、異常振動、異常発熱
の有無

目視

塗装状況及び腐食の有無 目視

固定ボル トの腐食及びゆる
み等の有無

目視又はハンマー

テス ト等による

ポ ン プ ア ー ス

断線の有無 目視

取付部のゆるみ等の有無 目視

接地抵抗値の適否
接地抵抗計による
測定

囲い、床 、た めま
す 、 油 分 離 装 置

亀裂、損傷の有無 目視

滞油、滞水、土砂等の堆積
の有無

目視

建家及び附属設備

屋根、壁、床、防火戸等の
亀裂、損傷等の有無

目視

換気・排出設備等の損傷の
有無及び機能の適否

目視及び作動確認

照明設備の損傷の有無 目視

電 気 設 備
配線及び機器の損傷の有無 目視

機能の適否 作動確認

標 識 、 掲 示 板
取付状況、記載事項の適否
及び損傷、汚損の有無

目視

γ肖 火 器
位置、設置数、外観的機能
の適否

目視

警 報 設 備
損傷の有無 目視

機能の適否 作動確認

そ の 他

注 1 地下タンクのタンク本体及び地下埋設配管の漏えいの有無については、 「地下貯蔵タンク
等及び移動貯蔵タンクの漏れの点検に係る運用上の指針について」 (平成16年 3月 18日 付け
消防危第33号)に より点検すること。
検査棒等により確認するとともに、併せて漏えい危険物の有無についても確認すること。
保温 (冷)材の損傷、脱落等が認められた場合には、保温 (冷)下の配管が腐食 している

おそれがあることから、保温 (冷)材を外 して点検することが望ましい。

２

３

注

注


